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農村伝道神学校後援会だより NO.136

私にとっての桜本教会の

路上生活者支援

桜本教会牧師

下園昌彦
（第 71 回卒）

私は 2021 年 3 月に農村伝道神学校を卒業し、翌

4 月から川崎南部に位置する日本キリスト教団桜本

教会で伝道者としての生活を始めました。

今でも忘れられず、今だからこそ、その意味を深

く知ることになった出来事があります。私の招聘を

承認するために開かれた、桜本教会の総会で遭遇し

た出来事です。

　それまでも、桜本教会が続けてきた「路上生活者

支援」の活動が、招聘時の強い要請として求められ

ていることは自覚していました。桜本教会の活動

のことは人づてに聞いていましたし、私自身も「で

きることならば、引き続いて取り組んでいきたい」

「挑戦したい」と考えて招聘をお受けしたつもりで

した。しかしこのときに、実際に私の目の前で、「必

ず続けると約束してください」「朝の準備はもちろ

ん、買い物も私がお手伝いしますから」「先生、私

たちみんなで支えますから」と口々に訴える、お一

人お一人に出会わされたとき、そのことの重大さに

改めて気づかされ、震える声で「私のでき得る限り

の力を尽くして、取り組みます」と答えることしか

できませんでした。

　桜本教会では 1994 年から現在までの 30 年に渡

り、「路上生活者支援」に取り組んでいます。私た

ちがおもに行なっているのは、毎週 2回のお弁当の

配食と衣料品や歯ブラシやタオル、寝袋等の生活用

品の配布です。そのための物資や資金は、全国各地

の教会や、桜本教会の取り組みを知ってお支えくだ

さっている、大勢の方々からの寄付に支えられてい

ます。

お弁当は、日曜日と木曜日の午前 10 時からお配

りしています。準備は 7時半から。毎週欠かさず参

加しているのは 6、7 名。他教会等から来てくれる

メンバーもいます。

　路上生活者をめぐる環境は、今では法律や制度

などの社会状況も変わっているので、この活動が始

まった 30年前と同じように語ることはできません。

しかし 30 年を経た今も誠に残念なことに、困難な

状況がなくなったわけではないのです。

　私が赴任してからの３年半に限っても、桜本教会

で毎回配食しているお弁当の数は、およそ 30 食か

ら 60 食へと倍増しています。

小さな教会にできることは本当に微力で、無力感

に苛まれることもしばしばです。それでも厳しさを

増す状況を知らされるたびに、具体的にできること

について共に話し合い、助け合いながら、試行錯誤

を続けています。

川崎で路上生活者支援の活動を行う中で日々痛

感させられていることの一つが、「奉仕すること」

「与える」ことを通して、私たちが受ける「恵み」

の大きさです。私たちは、目の前の人に対して「与

えている」つもりでいても、実際には、その何倍も

「与えられている」ということが、しばしば起こる

のです。皆さんに支えられ続けさせていただいてい

る活動から、最も多くのものを「与えられ」「受け

ている」のは、食事の用意をし、衣服をお配りして

いる、私たちなのです。

私たちがこの活動を通してお配りしているのは、

決して「お弁当」や「衣服」という、「物」だけで

はないのです。お弁当をお配りするという行為、「出

来事」をきっかけとして、配食の列に並んでいる

方々との間に生まれる、主によって与えられた「出

会い」「関係性」こそ、互いに、共に、分かち合っ

ているので

す。

桜本教会

お弁当の

準備始め

に確認と

聖書を読

みお祈り
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募集

 長野や東北、北海道など寒冷地で育つと憧れたルバー

ブ。いま農伝にルバーブ畑が広がっています。それは現

在の農場担当が1年生の農伝デーのとき、アジア学院から

いただいたルバーブの種から始まりました（2023年10月5

日発行「後援会だより」）。

 和名はショクヨウダイオウ、免疫力が高まると言われるル

バーブの畑はとっても大切です。収穫前の草刈り(写真)

は、暑く辛い時間もありましたが、鳥のさえずりの中、終わ

った後の達成感はなんとも清々しいものでした。その後、

見事にジャムの瓶が並んでいるのを見たときは嬉しくなり、

「みなさん美味しく召し上がって！」と思いをこめてラベル

を貼りました。

 農伝ボランティア大募集！！と呼びかけて３年。ナラ枯れはじめ樹木の衰退を防ぐために始まった環境改善ワー

クショップの参加者からも農伝ボランティアに加わっています。

 4月にはこの春から新しく加わってくださった方々と校地内を歩きました。畑の周りは菜の花とスミレの花々、「まる

で山の中に来たよう！」と喜びの感想がありました。

 長靴をはいて緑の山道を上り下りするうちに、足腰も自然と強くなる農伝ボランティアにあなたも参加しま

せんか。室内で絵ハガキの整理をしたり、農伝野草木茶づくり、イベント時の農伝グッズ販売のボランティア

など、いろいろな活動があります。ご希望に応じてご参加ください。お待ちしています。         （後援会）

農伝ボランティア共同作業

木曜日９時～16時、ご都合のよい時間に

ご参加ください。

樹木・竹林整備。枝がら(しがら)づくり

(枝と落ち葉を使い、雨水を土に浸透さ

せる伝統技法、写真)。石畳づくり。ルバーブ畑、お茶

畑、ブルーベリー、レモングラス畑の手入れ。

＊火曜日の活動もあります。

募集

農伝ボランティア みんなでワイワイ

後援会実務委員 募集！！

２，3か月に１回の笑いが絶えない実務会にご参加ください。

農伝を支えるためにいろいろなアイディアを出し合いましょう！

＊農伝支援コンサート、教会バザーやマルシェの参加計画と販売。農伝グ

ッズ開発。＊後援献金のお願いと拡大。
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2024 夏の体験から 

ブラジル20日間

農場担当 松本吉氏光

 8月８日から

始まった子ど

もたちとのキ

ャンプは思い

出に残るもの

となりました。子どもたちとも初対面で、

キャンプ初めての私には恥ずかしながらう

まくチャプレンを務められるか不安でし

た。けれども、子どもたちは意外と素直...

（笑）。お互いに成長できたときだったと

思います。写真は東京YWCA野尻キャンプ

場、野尻湖の桟橋の様子です。

        吉川拓実（第74回卒業生）

 農伝の１年生の

ちょっと長め夏休

みは、自由なこと

ができると聞いて

いた。社会実習も

教会実習も、そして卒業論文もないから

だ。とは言え、学校が用意している奨学金

は２年生以上が対象だから、１年生はアル

バイトに精励する。デイサービスの送迎の

バイト他に、農伝の農場での農作業、図書

室の入力作業もあって忙しい。 写真のマ

リンちゃんは神学ドッグコース１年（笑)。

マリンの夏休み。     山崎麻里子（1年生）
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2024 年度後援会会計報告 2024 年 4 月 1 日～ 2024 年 8 月 31 日現在

収　　入（献金・他）

後 援 献 金 （団体）

　   〃　   （個人）

記念日他献金（団体）

　   〃　   （個人）

ひとつぶ献金（団体）

グッズ / コンサート

　合　　　　　 計

献金区分
2024年度 (4 月～8月） 前年度同期

前年同
期比
 (％ )

件数

13

114

7

19

7

160

金額 (円 )

170,000

915,516

70,000

162,000

275,620

304,832

1,897,968

件数

7

106

5

14

9

141

金額 (円 )

133,000

840,050

76,000

66,000

422,500

208,060

1,745,610

128

109

92

245

65

147

109

発行　農村伝道神学校後援会
　　　会　　長　　島　しづ子
　　　事務局長　　長谷川りゑ子

〒 195-0063 東京都町田市野津田町 2024

TEL 042-735-5775　FAX 042-735-5711

Ｅメール：

後　援　会　　kouenkai@noden.ac.jp
農村伝道神学校　noden@pony.ocn.ne.jp
ホームページ：  https://noden.ac.jp/
郵便振替口座　

加入者名：学校法人鶴川学院

                   00140-7-635524

2024 年度　農村伝道神学校後援会会計報告 2024 年 4 月 6 日～ 2024 年 9 月 25 日（　）内の数字は回数で、金額はその合計です。

事務局だより





後援献金（団体） 

一関教会婦人会 5,000
奥中山教会 10,000
軽井沢南教会 1,000
関東学院 20,000
北千住教会 5,000
佐原教会 5,000
三・一教会 14,030
山谷兄弟の家伝道所 
 3,000
信濃町教会ぶどうの
会 30,000
日本キリスト教団石
川地区教会婦人会連
合 13,000
農伝ボランティア 
 10,000
日野台教会 30,000
水口教会 5,000
六角橋教会 30,000
合計 14 件 
金額 181,030

後援献金（個人） 

青木理恵子 5,000
赤井　励 8,000
荒井　庸子 4,000(2)
飯島　隆輔 5,000
飯田美由紀・牧夫 
 10,000

池迫　嗣子 9,230(2)
池田　伯 10,000
石井　光子 5,000
石坂　桂子 10,000
石田伊志子 5,000
石橋　光朗 2,000
石橋えり子 10,000
石松　恵子 2,860
稲益久仁子 10,000
井上　富子 5,000
今関　公雄 5,000
岩井　溢子 3,000
上西知子・哲雄 5,000
氏原　淳一 10,000
内田　昌宏 10,000
大久保徹夫 2,000
大久保洋子 30,000
奥田　尚子 1,000
奥田　信夫 3,000
小田部進一 5,000
貝塚夕紀代 5,000
加藤真規子 10,000
金澤　正善 10,000
河南　幸雄 3,000
兼松　努 10,000
樺澤　幸雄 5,000
川崎美保子 4,000(2)
川島　堅二 5,000
川谷　恵子 4,000
神崎千都子 10,000
北村　芳子 3,000
宜野座恵子 5,000

吉良　保子 5,000
空閑　厚憲 5,000
久保　博夫 3,000
久保マサ子 3,110
黒沢　咲子 5,000
小出清信・公子 
 10,000
河野　通久 5,000
小手川　到 10,000
小林　明 10,000
小原　敏 70,000
近藤晶子 1,000
近藤恵・華子 820
斉藤小百合 10,000
三枝　智子 9,980(2)
坂口千恵子 3,000
笹渕いづみ 20,000
佐治　範子 5,000
佐藤　研 10,000
三宮　千枝 15,000(2)
鈴木　一宏 6,000(2)
髙寺　幸子 10,000
多田　高穂 1,000
田中　悦子 100,000
知念　宏隆 4,000
千葉美佐子 20,000
張連淑・郭鐘洙 4,000
月本　昭男 5,000
角田　望 5,000
戸井　雄二 2,000
中井龍太郎 5,000
中江　禮子 10,000

仲尾サヨ子 10,000
中村一義 6,000
名和　靖 3,000
西村保與子 30,000(2)
野崎　典子 5,000
坂西千鶴子 5,000
深井奈緒子 3,000
福井　生 10,000
福島　道子 10,000
藤木　謙一 5,000
布施　春子 2,250
古橋　克己 10,000
星野　美雪 8,610(2)
細川　敦子 2,000
牧野　信次 5,000
牧野　義信 10,000
牧野信次・恵美子 
 3,000
真﨑  麗子 10,000(2)
松浦　和子 656
松田　芳治 5,000
松田弘子・美子 5,000
松山　清子 5,000
馬淵由季子 30,000
皆川　悦子 5,000
三宅　洸子 5,000
三宅　宣幸 10,000
毛利　亮子 5,000
保田　茂 3,000
栁　和吉 3,000
山崎　知行 10,000
山下八重子 5,000

米澤　正勝 10,000
渡辺　重義 5,000
渡辺　利彦 3,000
渡辺　正男 10,000
合計 113 件 
金額 882,516

記念日他献金（団体） 

荒川教会 3,000
稲城教会 2,000
神戸栄光教会 10,000
坂下教会 5,000
周防教会 15,000
田瀬教会 5,000
永山教会 36,510
新島学園中学校・高
等学校 20,000
二宮教会 5,000
原宿教会 10,000
藤沢大庭教会 5,000
ユアチャーチ 10,000
合計 12 件 
金額 126,510

記念日他献金（個人） 

伊東　永子 5,000
井上　富子 5,000
小田部進一 10,000(2)
樺澤　幸雄 3,000
川崎美保子 10,000

宜野座恵子 5,000
木下　良子 5,000
小林　茂樹 2,000
坂井　敏子 50,000
高橋とも子 10,000
知念　宏隆 2,000
中村まさ代 10,000
牧野信次・恵美子 
 2,000
松山　清子 5,000
馬淵由季子 10,000
八木　義人 5,000
安田　真弓 10,000
柳　幸三郎・多恵子 
 3,000
吉田　劭 20,000
合計 20 件 
金額 172,000

ひとつぶ献金 

生田教会 156,100(2)
荻窪教会 106,800(2)
川和教会 2,520
マドカ工務所 10,000
まぶね教会 31,900
合計 7 件 
金額 307,320

　三年前から 『ナラ枯れ』 や自然災害で緑豊かな農伝の校
地のあちらこちらで木が倒れて、 その対応に奔走していま
す。 農伝の自然環境を未来のために、 この豊かな自然を守
り維持し後世に引き継ぐ事が、 農伝に連なっている私たちの
役割だと思います、 その一環として昨年より環境改善プロジ
ェクトをスタートしました。 その一つ、 小枝と杭と落ち葉を利
用した伝統的造作の 「枝がら （しがら）」 造りをしています。
農伝の豊かな自然を守り続けるには大変な労働力と資金が
かかります。 農伝の校地には絶滅危惧Ⅱ種の植物や珍しい
生き物や多くの植物が生息しています。「緑豊かな自然環境

を守り」「植物の安らぎの場」を復活する事が、 自然環境を
破壊している私たちの務めだと思います。 皆さまの力添えをこ
の農伝に注いでください。
2023 年度はひとつぶ献金に協力してくださった教会が 2022
年度から 9 件増加しましたが、 今も倒木を含め農伝の緑豊
かな自然が危機状態にあります。 農伝の竹で作りました、
ひとつぶ献金募金箱をお送りします。 希望の教会の方から
の連絡をお待ちしています。
割れた竹献金箱がありましたら、 お知らせください。 お取り
換えいたします。 　    　　　　　　　　沼田弘行 （実務会陪席）

のうでん森の工房　　　　　農村伝道神学校へご注文ください。
農伝竹のキャンドルライト　高さ 15 ～ 30 cm　2000 円　　限定 10 個
クリスマスや四季にも。
農伝ぎんなん　150g200 円　11 月から販売いたします。　　
＊まちだ里のマルシェ 11 月 23 日 ( 土・休日 )10 時～ 14 時　農伝グラウンド
　大銀杏の下、 農村伝道神学校後援会も参加
　農伝産竹炭、 竹炭マドラー、 花炭 （栗 ・ 松かさ等） など
　竹の長靴ベラ　　長さ 70 cm位 500 円、 クリスマスはがき、 農伝支援ジャムほか
＊農伝支援コンサート〔於 まぶね教会：神奈川県川崎市麻生区〕2025 年 3 月 1 日 ( 土 ) 午後
　出演 ： ムジカ ・ フェリチタ　　　　農伝グッズコーナーでのお買い物もお楽しみに ！
　 チラシができましたら、 配布いただける方にお送りいたします。 ご連絡ください。

【訂正】2023 年度献金 2 件を掲載しておりませんでした。お詫び

して掲載いたします。間違いなく入金はいたしました。（事務局）

2023 年 9 月 6 日、永山教会　神学校日献金 38,000 円

2023 年 10 月 10 日、林間つきみ野教会　後援献金 10,000 円


